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令和元年度事業一覧 

事業名称 R1予算額 備考 
(1) グローバル人材育成事業 1,271千円  
教
育
関
連
事
業 

SSW（スクールソーシャルワーカー）による子ども相談事業 3,448千円  
発達障がいサポート事業  1,767千円  
⺠間事業者を活⽤した課外授業 180千円  
⼩学⽣運動能⼒向上⽀援事業 1,143千円  
学⼒向上⽀援サポート事業  2,576千円  
小学生学習支援事業  7,583千円 重点 

計 17,968千円  
(2) 子育て支援事業 158千円  
子
育
て
関
連
事
業 

児童虐待防止対策 31千円  
臨床⼼理⼠による福祉相談 3,123千円 重点 
親子のきずなはぐくみ事業 716千円  
乳幼児発達相談体制強化事業（発達障がい者支援施策の充実） 2,768千円  

計 6,796千円  
 
 
 
 
（1）教育関連事業 【17,968千円】 
 
ア．グローバル人材育成事業 【1,271千円】 
◆英語体験活動（小学生向け）「世界とつながろう〜Global Time with Friends!」 
内 容 ⼩学⽣全学年児童を対象に、楽しみながら異⽂化理解を深め外国⼈とコミュニケー

ションを図る英語体験活動を実施する。あいさつや自己紹介などの基本的な英語表
現を中心に、ゲームなども取り入れ、英語で簡単な質問ができる⼒を⾝につける。保
護者の参加も可とする。 

日 時 8月24日（土）午後2時〜4時  場所 都島区役所3階会議室 
参加者 45名（低学年26名、⾼学年19名）／定員50名 
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改善等 ・広報について︓7月夏休み前、チラシを学校から全児童に配布。広報みやこじま8月
号に記事掲載。 

・改善点︓低学年にも募集枠を広げ、参加者増をめざした。保護者が⼀緒に楽しめる
プログラムとした。 

 
 
 
 
   

アンケート ・参加して楽しかった・とても楽しかった︓93％ 
・英語を勉強して話せるようになりたい︓87％、 
・もっと外国の人とはなしてみたい︓76％ 

 
◆英対話講座（中学生向け）「世界とつながろう〜Global Time with Friends!」 
内 容 区内５中学校の生徒が、外国人とコミュニケーションを図り、英語を使用する実践の

場として、インターネットを介し海外の同年代学⽣との Web交流を実施する。交流国
は、アジアのネパール、及びアフリカのマラウィ共和国とする。（各校︓事前学習1回、
Web交流2回、計3回） 

参 加 ⾼倉中︓８名、桜宮中︓1２名、都島中︓７名、淀川中︓7名、友渕中︓22名 【計56名】 
実施状況  場所︓当該校内 ※1都島区役所、※2高倉中 
校名 事前学習 Web交流第1回 Web交流第2回 交流国 
高倉 11月18日（月） 12月11日（水） 12月12日（木） マラウィ 
桜宮 10月10日（木） 11月20日（水） 11月29⽇（⾦） マラウィ 
都島 10月31日（木）※1 12月2日（月）※1 12月4日（水）※1 ネパール 
淀川 11月18日（月）※2 11月25日（月） 12月2日（月）※1 ネパール 
友渕 10月11⽇（⾦） 12月4日（水）※1 12月18日（水） ネパール 

 

イ．SSW（スクールソーシャルワーカー）による子ども相談事業 【3,448千円】 
◆SSW（スクールソーシャルワーカー）の配置、区内小・中学校の巡回 
内 容 
 
 
 
件数等 

SSW（スクールソーシャルワーカー）を区役所の子育て支援室
に配置し、家庭基盤の脆弱さや虐待、学校でのいじめ、その他
家庭的、教育的要因による子どもの課題や問題を、学校、保
護者、関係機関が強⼒に連携協⼒して解決する。 
対応件数︓23件（9小学校・5中学校）【11月末現在】 

目 標 SSWが対応したケース件数︓60件以上 
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ウ．発達障がいサポート事業 【1,767千円】 
内 容 発達障がいのある児童・⽣徒の⽣活上の⾏動⾯に対して適切なサポートを⾏うた

め、区のマネジメントにより地域の有能な人材を活用してサポーターを配置し、学習
時以外の課外活動や校外学習時等の⽀援を⾏い、ソーシャルスキルを含む社会性
を育てるサポートを⾏う。 

30年度成果 利⽤した９小学校のうち、適切なサポートが得られていると回答した割合︓100% 
 
エ．⺠間事業者を活⽤した課外授業 【180千円】 
内 容 
 
 
受講者 

都島区内の中学⽣を対象に、基礎学⼒の向上等、⼦どもの習熟に
応じた学⼒向上及び学習習慣の形成を図るため、区内 5か所（各
中学校）で⺠間事業者による課外授業「みやこ塾」を実施する。 
⾼倉中︓7名、桜宮中︓3名、都島中（区⺠センター）︓11名、
淀川中︓14名、友渕中︓17名 【計52名】（11月末現在） 
うち塾代助成バウチャー利⽤者︓33名（63%） 

 
オ．⼩学⽣運動能⼒向上⽀援事業 【1,143千円】 
◆スポーツトレーナーの派遣 
内容 区内 9小学校において、児童の身体の発達段階と安全面に配慮

しながら、運動能⼒向上をめざした実践的な授業を⾏うため、学校
の体育科の授業にスポーツトレーナーを各校3日（友渕小学校の
み6日）派遣する。 

回数等 派遣回数︓9小学校、26回（11月末現在） 
種⽬等︓マット運動、バスケットボール、ハードル走、跳び箱 等 

 
◆トップアスリートの派遣 
内容 区内 8小学校において、元オリンピック選手のスイマー、千葉すず⽒

を派遣し、クロール模範泳法の披露と児童への指導を実施。 
回数等 8小学校、8回 

 
カ．学⼒向上⽀援サポート事業 【2,576千円】 
内 容 児童の学⼒の向上のため、学校が学⼒⾯において⾃校の現状や課題を分析し解決

していこうとする取組に対し、⼦どもたちの学習活動を⽀援する「学⼒向上⽀援サポ
ータ－」を配置する。 
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キ．小学生学習支援事業 【7,583千円】 
内 容 区内小学校2校の児童を対象に、放課後、⺠間事業者による学習⽀援を実施することに

より、授業以外での学習時間の少ない児童に対して学習習慣を定着させ、また、学校の授
業についていけない児童に学年を遡って理解させることをめざす。 

背 景 平成 28年度実施の「⼦どもの⽣活に関する実態調査」により明らかになった⼦どもの⽣
活における⽋落状況等 
 【物的資源】 経済的理由で⼦どもを学習塾に通わせることができなかった 
⇒ 6.7〜19.1％（大阪市10.6％／区平均10.3％） 

 【ソーシャルキャピタル】 子どもの将来に（あまり）期待していない 
⇒ 12.5〜28.6％（大阪市13.3％／区平均16.2％） 

 学校の勉強が分からない 
⇒ 3.3〜19.1％（大阪市10.3％／区平均8.5％） 

実施状況 
淀川小学校                    大東小学校 
学年 登録 曜日（時間）  学年 登録 曜日（時間） 
3年⽣ 19名 ⽕・⾦（各50分）  3年⽣ 19名 ⽕・⾦（各50分） 
4年⽣ 17名 月・水（各50分）  4年⽣ 16名 ⽕・⾦（各50分） 
5年⽣ 15名 ⽕・⾦（各50分）  5年⽣ 21名 水（100分） 
6年⽣ 25名 月・水（各50分）  6年⽣ 18名 水（100分） 
合計 76名   合計 74名  
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（２）子育て関連事業 【6,796千円】 
 
内 容 孤⽴しがちな家庭や育児不安を抱えている家庭を⽀援するために、⼦育ての不安や悩み

の軽減、⽀援等を⾏う。 
 
ア．子育て支援事業 【158千円】 
① ⼦育ての不安や悩みの軽減のための⼦育て相談や⽀援を実施。 
内 容 電話や健診時の相談 
相談件数 461件（11月末現在 ） 
 
② ⼦育て⽀援ネットワーク会議及び⼦育て⽀援交流会の開催 
内 容 区内保育施設及び⼦育て⽀援施設での、情報共有や研修等実施。年4回。 
開催実績 3回 （ 5月 情報交換 ・ 8月 研修 ・ 10月 事例検討 ） 
 
③ 子育てイベント 
内 容 孤⽴しがちな家庭や育児不安を抱えている家庭を⽀援するために実施。年6回。 
開催実績 4回 

5月 ミニ運動会 定員40組 参加者 23組 
7月 子どもの似顔絵を描いてもらおう 定員12組 参加者 13組 
9月 親子体操 定員30組 参加者 28組 
11月 ベビー＆ママヨガ 定員12組 参加者 12組 

 

 
 
 
  
 
 
 
イ.児童虐待防止対策 【31千円】 
① 要保護児童対策地域協議会運営 
② 虐待防止月間 オレンジリボンキャンペーン取組 
内 容 区内保育園・所、認定こども園に通う 5歳児にオレンジリボンを作成してもらい、啓発グ

ッズと共に配布。 
 
ウ.臨床⼼理⼠による福祉相談の実施 【3,123千円】 
① 発達障がいに対する理解を深めるための研修会（年3回） 
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8月29日 そうだったのか︕発達障がいの世界 パート２ 
武庫川⼥⼦⼤学⾮常勤講師 石川道子先生 参加者 62名  

9月26日 ⼦どもの育ち〜乳幼児編〜 
和歌⼭信愛⼥⼦短期⼤学 ⻄原弘教授 参加者 21名 

1月23日 ⼦どもの育ち〜学齢期編〜 
和歌⼭信愛⼥⼦短期⼤学 ⻄原弘教授 

 

 
② 学齢期の発達障がいや不登校状態にある児童⽣徒及びその家族への⽀援 
内 容  電話相談や来庁面談及び関係機関連携 
相談件数 312件（11月末現在） 

 
エ．親子のきずなはぐくみ事業 【716千円】 
⼦どもの健やかな発達の促進と⺟親の育児不安を軽減させるため、都島区独⾃事業として実施。 
 
① プレワーキングマザー対象出産直前講座 
内  容 就労している妊婦等を対象として、出産や育児、働きながら⺟乳を続ける⽅法などの講

座や交流会を実施。奇数⽉の第1⼟曜⽇に実施（年6回） 
開催実績 4回  参加者79人  （11月末現在） 
 
② 巡回⺟乳⼦育て教室（ベビーふれあい教室） 
内  容 生後1か⽉〜6か月までのお子さんと保護者を対象として、保健福祉センター分館、区

内の保育所でベビーマッサージ、⺟乳や育児のお話、交流会、助産師への授乳相談な
どを実施。毎月3回 但し、4、8、1、2月は2回開催 

開催実績 21回   参加者 235人（11月末現在） 
 
③ ふたごちゃんみつごちゃんのプレパパプレママ教室 
内  容 多胎児を出産予定の方とその支援者を対象とした、出産育児教室。  

6月、12月に実施 
開催実績 １回  参加者 4人（11月末現在） 

 
オ．乳幼児発達相談体制強化事業（発達障がい者支援施策の充実）【2,768千円】 
内  容 発達に特性のある⼦どもについて、速やかに診断や医療につながる相談を受けることがで

きるよう、区保健福祉センターにおいて臨床⼼理⼠等相談員を1名配置。1歳6か月
児健診、3歳児健診等において、乳幼児の発達程度に不安を持つ保護者の要請に対
し⼼理相談を実施。必要に応じて医療機関等関係機関と連携する。 

開催実績 相談件数  342件（11月末現在）  
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